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◎お知らせ 

○「立ち寄りセミナー～次世代エネルギー特集～」のお知らせ 

 リム情報開発は、次世代エネルギーの中でも、より注目を集める水素、アンモニア、バイオエネ

ルギーの最新動向にフォーカスしたセミナーを開催します。立ち寄りセミナーは、エネルギーの動

向をタイムリーに紐解く季刊誌「エネルギー通信」の発刊に合わせて開催しております。エネルギ

ー通信の最新第 17号は 8月 18日より絶賛発売中です。 

◆テーマ：水素・アンモニア・バイオ、～次世代エネルギー特集～ 

◆日時：10月 12日(木) 13時 30分～15時 

◆お申し込み： 締め切りは 10月 6日(金)。ご参加希望の方は下記のリンクよりお申し込みくださ

い。セミナー資料、DVDも販売いたします。 

URL: https://www.rim-intelligence.co.jp/info/cat01/2023/1752697.html 

◆エネルギー通信第 17号のお申込み 

下記のリンクからお申し込みください。 

URL: https://www.rim-intelligence.co.jp/contents/info/eneletter/ 

[問合せ]リム情報開発㈱ エネルギー通信チーム 

電話：03-3552-2411     E-Mail ：info@rim-intelligence.co.jp 

 

◎リムエネルギー総合指数22種(レックス22、2010年平均＝100) 

 リムエネルギー総合指数 22種（レックス 22）は物価や景気動向に大きな影響を与えるエネルギ

ー商品に着目した指数です。過去の推移はレポート下部のマーケット・ニュース欄をご覧ください。 

 

--------------------------リムレポートのご紹介---------------------------------- 

リム情報開発のレポートラインアップは、下記の URLからアクセスください。各レポートのサンプ

ルに加え、内容についての詳細な説明がご覧いただけます。 

https://www.rim-intelligence.co.jp/report/ 

原油・コンデンセート   アジア石油製品       バンカーオイル 

ローリーラック(国内陸上) ジャパン石油製品(国内海上) LPG    LNG 

石油化学         ポリオレフィン       電力 

バイオマス(週刊)     デイリーデータ       Rim Data File 

クリーンエネルギー(週刊) CROSS VIEW軽油/重油     エネルギー通信 

上記に関するお問い合わせは、TEL 03-3552-2411 E-mail info@rim-intelligence.co.jp 
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◎Wood Pellets(木質ペレット $/mt) 

○FOB Southeast Asia Spot Prices for South Korea 

  Wood Pellets Yen/mt 

 FOB spot prices (Sep)              105.00-115.00                  15,440-16,911 

 FOB spot prices (Oct)          +5  110.00-120.00  +5              16,176-17,646 

 FOB spot prices (Nov)          +5  110.00-120.00  +5              16,176-17,646 

○FOB Southeast Asia Spot Prices for Japan 

 Wood Pellets Yen/mt 

 FOB spot prices (Sep)              130.00-135.00                  19,117-19,852 

 FOB spot prices (Oct)         +10  140.00-145.00  +10             20,587-21,322 

 FOB spot prices (Nov)          +5  140.00-145.00   +5             20,587-21,322 

○FOB North America(including southwest Canada) Spot Prices 

 Wood Pellets Yen/mt 

 FOB spot prices (Sep)             150.00-160.00                 22,058-23,528 

 FOB spot prices (Oct)             150.00-160.00                 22,058-23,528 

 FOB spot prices (Nov)             150.00-160.00                 22,058-23,528 

○CFR Japan Spot Prices 

 Wood Pellets Yen/mt 

 CFR Japan spot prices (Sep)             155.00-165.00                 22,793-24,263 

 CFR Japan spot prices (Oct)         +5  160.00-170.00  +5             23,528-24,999 

 CFR Japan spot prices (Nov)         +5  160.00-170.00  +5             23,528-24,999 

○Freight rates 

Southeast Asia to North Asia              25.00-27.00      

North America to North Asia              30.00-35.00      

TTS=147.05(8月 30日、三菱 UFJ銀行) 

  
◎PKS (パーム椰子殻 $/mt) 

○FOB Indonesia Spot Prices 

  PKS Yen/mt 

 FOB spot prices (Sep)             115.00-119.00                 16,911-17,499 

 FOB spot prices (Oct)             115.00-119.00                 16,911-17,499 

 FOB spot prices (Nov)             115.00-119.00                 16,911-17,499 

○FOB Malaysia Spot Prices 

  PKS Yen/mt 

 FOB spot prices (Sep)          -15  105.00-115.00  -7             15,440-16,911 

 FOB spot prices (Oct)          -15  105.00-115.00  -7             15,440-16,911 

 FOB spot prices (Nov)          -15  105.00-115.00  -7             15,440-16,911 

○CFR Japan Spot Prices 

  PKS Yen/mt 

 CFR Japan spot prices (Sep)         -5  145.00-155.00  -5             21,322-22,793 

 CFR Japan spot prices (Oct)         -5  145.00-155.00  -5             21,322-22,793 

 CFR Japan spot prices (Nov)         -5  145.00-155.00  -5             21,322-22,793 

○Freight rates 

 Southeast Asia to North Asia              28.00-32.00    

TTS=147.05(8月 30日、三菱 UFJ銀行) 

  
◎木質チップ国内市場 (一般材、未利用材 Yen/mt) 

○Japan Domestic price (in Yen/mt) 

  Yen/mt  

 一般材               7,500- 9,500      

 未利用材              10,000-11,000      

（注記）価格評価の対象は水分 50%前後 
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◎木質ペレット 
○概況 
 
 東南アジア品は韓国向け、日本向けともに 10～11 月積みが強含んだ。期先にかけて需給引き締まり

感が強まっている。日本着も 10～11 月着が値上がりした。フレートは東南アジアと日本間、北米と日

本間のいずれも前週からもち合い。ただし、いずれも基調は強まっている。 

 

○FOB 東南アジア 

 東南アジア積み木質ペレットは、韓国向け9月積

みが105.00～115.00ドルと前週から横ばい。一方、

10～11月積みは110.00～120.00ドルと前週から

5.00ドル上昇した。需給引き締まり観測が相場を

押し上げた。 

 

 市場関係者によると、韓国向け品の商談水準は

10月以降の船積み品で110～120ドル程度に切り上

がっているもようだ。既報のとおり、冬場の需要

期に向かうなかで、ロシア産木質ペレットの調達

が困難になりつつあることに加え、ベトナムから

の供給もややタイトになっているとの指摘がある。

原料となる端材が減少しており、十分に木質ペレ

ットを生産できないためという。 

 

 日本向け9月積みは130.00～135.00ドルと前週

からもち合い。一方、10～11月積みは140.00～

145.00ドルとなり、10月積みは10.00ドル、11月積

みは5.00ドルそれぞれ上昇した。 

 

 北東アジアの冬場の需要期に向けて、10月以降

積みカーゴの需給に引き締まり感が出ている。市

場関係者によると、ベトナム積みの売りアイデア

は140ドル台半ば以上で、150ドルも聞かれるとい

う。130ドル台ではすでに割安に映っているようだ。 

 

 ベトナム積み品の価格が期先にかけて強含んで

いる理由の1つとして、このところの中国向けチッ

プ価格の上昇を挙げる関係者もいる。8月前半ころ

までは、中国の製紙用チップ需要は盛り上がりを

欠いているとの見方が強かったものの、このとこ

ろ買い気が強まっているという。木質ペレットの

需要が高まれば、原料の奪い合いが生じるとの懸

念を示す関係者もいるようだ。 

 

 市場関係者によると、一部トレーダーが、FSC

認証をブロックされているベトナムの業者からカ

ーゴを調達し、他の認証を活用して日本に持ち込

んでいると伝えられる(CFR日本の項を参照)。ただ、

｢多くの日本の発電事業者は、『別の認証を活用し

たとしても、問題のある業者との取引を敬遠した

い』と考えているはず｣(市場関係者)との見方が伝

えられた。 

 

 財務省が発表した貿易統計速報によると、7月に

日本に荷揚げされた木質ペレットは57万3,338ト

ンと過去最高を更新した(「統計」欄参照)。前月

比では7.9%増加し、前年同月比は38.0%増となった。

輸入単価はトンあたり218.04ドル。 
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○FOB 北米 

 北米積み木質ペレットは9～11月積みがいずれ

も150.00～160.00ドルと前週からもち合った。 

 

 カナダで続いている大規模な山林火災の影響を

懸念する関係者が見受けられた。いまのところ日

本向けのターム品の製造や出荷に被害は出ていな

いものの、｢10月ころまで続く可能性もあり、今後、

日本向け品にも影響が出る可能性がある｣(市場関

係者)。冬場に向けて、欧州向けのスポット需要が

出ると見込まれており、北米品が品薄になるとの

観測も聞かれた。 

 

 一部の北米プレーヤーは、引き続き東南アジア

での買い付けを続けているという。北米積みター

ム品の価格が高く、割安な東南アジア品を手当て

しているとみられている。 

 

○CFR 日本 

 日本着の木質ペレット相場は 9月着が 155.00

～165.00 ドルと前週から変わらず。10～11 月着

は 160.00～170.00 ドルと同 5.00 ドル高となっ

た。東南アジア積みの価格につれ高となった。 

 

 日本の商社は、FOB ベースの価格を考慮する

と売りアイデアは 170 ドル台になると伝えてい

る。一部の売り手は 160 ドル台で価格を提示可

能との見方もあるが、このような売り手は限ら

れているようだ。 

 

 本州の発電事業者は、11～12 月着 1～3 万ト

ンを対象とした買い付け入札を先週締め切った

と伝えられた。結果については聞かれていない。

ただ、FSC 認証を停止されたベトナムのサプラ

イヤーのカーゴで商社が応札したのではとの見

方が市場関係者から寄せられている。この商社

は、FSC 認証の停止後も PEFC 認証を利用して日

本にカーゴを持ち込んでいたが、何らかの理由

で元の供給先に持ち込めなくなり、カーゴを転

売するためこの入札に参加したのではとの観測

も聞かれる。 

 

 

○フレート 

 ベトナムと日本間のフレートは 25.00～27.00

ドルと前週からもち合い。ただし、日本国内の荷

揚げ時に、最長で 1 週間程度滞船するケースが目

に付いているという。国内でバイオマス燃料の発

木質ペレット韓国向け 入札表

社名 発電所名 積/着 積/着 時期 数量(トン) 締切日 結果 落札者

KOSPO サムチェク発電所 DDP 23年2～4月 35,000 23年1月30日

KOEN ヨンドン2号機 DDP 22年12月20日～23年3月31日 105,000 22年11月16日

KOSPO ハドン発電所 DDP 22年11～12月 22,000 22年9月26日

KOSPO サムチェク発電所 DDP 22年11～12月 37,000 22年9月26日

KOWEPO テアン発電所 DDP ～22年8月31日 15,000 22年6月9日

KOWEPO テアン発電所 DDP ～22年8月31日 15,000 22年5月24日

KOWEPO テアン発電所 DDP ～22年8月31日 15,000 22年5月18日

KOEN ヨンドン2号機 DDP 22年6月13日～12月31日 140,000 22年4月21日

KOEN ヨンドン2号機 DDP 22年4月20日～5月31日 20,000 22年3月21日 落札 2社落札

KOSPO サムチェク発電所 DDP 22年3～6月 6,000 22年3月15日

KOSPO サムチェク発電所 DDP 22年3～6月 20,000 22年3月10日

KOEN ヨンドン2号機 DDP 22年4月11日～5月31日 50,000 22年3月7日

KOEN ヨンドン2号機 DDP 22年5月12日～12月23日 90,000 22年2月28日

KOEN ヨンドン2号機 DDP 22年4月15日～8月31日 120,000 22年2月21日

KOSPO ハドン発電所 DDP 22年3～6月 20,000 22年2月8日

KOEN ヨンドン2号機 DDP 22年3月1日～3月31日 18,500 22年2月8日

KOEN ヨンドン2号機 DDP 22年3月1日～3月31日 50,000

KOEN ヨンドン2号機 DDP 22年2月1日～2月28日 50,000 22年1月18日

KOSPO ハドン発電所 DDP 22年3月1日～6月30日 20,000 22年1月21日

KOEN ヨンドン2号機 DDP 22年2月1日～3月31日 150,000 22年1月7日

SGCエナジー DDP 22年1～2月 200,000 180ドル CFR

KOEN ヨンドン2号機 DDP 22年1月10日～3月31日 80,000 21年12月16日

KOEN ヨンドン2号機 DDP 22年1月10日～3月31日 140,000 21年11月25日

SGCエナジー DDP 2021年11月～22年1月 200,000

KOEN ヨンドン2号機 DDP 22年1月10日～4月15日 110,000 21年11月15日

価格(ドル/トン)
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電所建設が続いているため、運搬船の入着が増え

ているためだ。また、荷揚げ後にペレットを輸送

するトラックの運転手不足が深刻となっているた

め、滞船を強いられる場合もあるようだ。 

 

 北米と日本間のフレートは 30.00～35.00 ドル

といずれも前週と同水準で推移した。ただし、船

舶の供給がややタイトになっており、相場の基調

が強まっているとの指摘がある。バイオマス燃料

以外を運搬する大型船の市況が良くなっており、

これが強材料になっているとの見方がある。また、

パナマ運河の混雑で傭船可能な船舶が減少してい

ることも背景にありそうだ。 

 

 

◎PKS 

○概況 

 マレーシア積みが急落。在庫を抱えた供給業者による売り圧力が強まっている。インドネシア積みは

横ばいも、大幅に唱えを切り下げ販売打診に動くサプライヤーが現れているようだ。これらに伴い、認

証取得済み PKS の売唱えも下落した。日本着では、九州の発電事業者 1 社が買い付け入札を実施中。 

 

○FOB 東南アジア 

 インドネシア積みPKSは9～11月積みがいずれも

115.00～119.00ドルと前週から変わらず。しかし、

供給の多さやマレーシア積みの急落に伴い、相場

に下げ余地があるとみる向きが大勢。 

 

 インドネシア積みでは、アブラヤシの収穫期に

伴い搾油工場(ミル)からのPKS原料の供給が増え

ている。在庫が積み上がっており、PKS原料の販売

価格は下落傾向にあるようだ。FOBベースの売唱え

は120ドル弱で聞かれるほか、125ドル～120ドル台

後半で販売打診する向きもいる。 

 

 一方、買い気は弱い。このところスポット相場

が下落しているものの、需要喚起には至っていな

いようだ。スポット玉を物色しているのは事前に

調達を計画していたプレーヤーのみと市場関係者

は指摘する。北日本の発電事業者は11～12月積み

で2～3万トンのスポット調達を計画中も、現在は

様子見姿勢を取っている。 

 

 スポット市場に供給が増えている背景には、第

三者認証を取得していない、非認証品のPKSを抱え

る売り手が販売を急いでいることもある。日本の

商社1社は、在庫の処分を急ぐサプライヤー1社か

ら100ドル前後で販売打診を受けたという。ただ、

この日本商社1社は供給先が確保できていないこ

とから、商談入りを控えた。 

 第三者認証を取得済みのPKSの販売打診も増え

ているもよう。1月積み以降を140～150ドルで売り

唱える向きがいる一方、商談入りする買い手がみ

つからず、120ドル台後半まで唱えを引き下げる売

り手も現れていると伝えられた。一方、買い手の

多くは相場の見極めに徹しており、商談入りを躊

躇しているようだ。しかし、第三者認証を取得し

たPKSの供給量は、需要に対し「圧倒的に少ない」

(市場関係者)とみられており、先行き第三者認証

を取得済みPKSへの需要が強まった場合、商談水準

は切り上がる可能性がある、との指摘が聞かれた。 

 

 マレーシア積みPKSは9～11月積みがいずれも

105.00～115.00ドルと前週から11.00ドル急落し

た。供給増が相場を押し下げた。ただ、売り手に

よって唱えが大きくばらついた。 

 

 マレーシア積みでは、収穫期に伴うPKS原料の供

給増に加え、非認証品の在庫分の販売を急ぐ売り

手が急増しており、スポット市場に売りものがあ

ふれているもよう。一方、第三者認証の取得期限

が2024年3月末に迫るなか、買い手は非認証品PKS

の在庫を積み上げることに抵抗感を持っている。

需給は緩く、マレー半島出しのスポット相場は100

～105ドルに下落していると伝えられた。供給の多

さから相場が先行き90ドル弱まで落ちるとの観測

も聞かれている。ボルネオ島出しの相場はマレー



 

RIM INTELLIGENCE          BIOMASS 
3 F  Y a e s u d o r i  H a t a  B l d g ,  1  C h o m e  9 - 8  H a t c h o b o r i ,  C h u o - k u ,  T o k y o  J a p a n 
T e l : 8 1 - 3 - 3 5 5 2 - 2 4 1 1  F a x : 8 1 - 3 - 3 5 5 2 - 2 4 1 5  e - m a i l : i n f o @ r i m - i n t e l l i g e n c e . c o . j p 

 
 

                                                              

レポートに掲載の情報の著作権はリム情報開発(株)に帰属します。無断転送、転載は著作権法により禁止されています。 

 

 

半島出しのそれを上回っている様子。 

 

 一方、大半のサプライヤーが抱える在庫は調達

コストが現行より高かったことから、サプライヤ

ーの売唱えの引き下げ余地は限られると一部の市

場関係者は指摘。収穫増に伴って先行き調達コス

トが下落すると見込み、売唱えを切り下げる供給

業者がみられるも、商談水準は120ドル以上に留ま

っているという。 

 

 一部の市場関係者によると、ジョホールにスト

ックヤードを構えるサプライヤー1社が3万トンの

在庫を抱え、販売打診に動いているようだ。同社

はPKSのみならず、ストックヤードの売却も視野に

入れているもよう。このサプライヤー1社は九州の

発電事業者1社が実施する買い付け入札に参加す

る可能性がある、との情報も伝えられた(「CFR日

本」参照)。 

 

 マレーシアでも、第三者認証取得済みのPKSの売

り手が散見。このところの非認証品のスポット相

場安につられて認証取得済みPKSの相場も軟化し

ている。大半のサプライヤーはこれまでに140～

150ドルで売りアイデアを提示していたが、130ド

ル台半ばで販売打診する向きも現れている様子。 

 

 

 

○CFR 日本 

 日本着の PKS 相場は 9～11 月着が 145.00～

155.00 ドルと前週から 5.00 ドル安となった。既

存の発電所でのトラブルや、新規発電所での試運

転の遅れにより、余剰感が強まった。 

 

 FOB ベースの価格が下落していることもあり、

日本着の成約可能な水準も軟化している。第三者

認証を取得していないカーゴの取引では、150 ド

ル程度でなければ成約するのが難しいとの見方が

寄せられている。 

 

 九州の発電所は、11月着 1万トンの買い付け入

札を実施している。応札はまだ締め切られていな

いもよう。 

 

 北海道の発電所が、トラブルのため稼働を停止

しているのは既報のとおり。具体的にはボイラー

の配管からのスチーム漏れが発生していたと伝え

られた。10 月中の稼働再開を目指して修復作業が

行われているもよう。 

 

 資源エネルギー庁が主催するバイオマス持続可

能性ワーキンググループ(WG)の第23回の会合が8

月23日に開かれ、PKSの第三者認証の取得状況につ

いて取り上げられた。 

 7 月時点での業界団体へのアンケート結果では、

搾油工場(ミル)における認証取得率が 3 割程度と

なっており、ミルから最終輸出者である日本の商

社までの各プレーヤーの取得率を掛け合わせると、

サプライチェーン全体の取得率は 1 割程度に留ま

ることが明らかになった。 

 

 この状況を受けて、出席した有識者からはミル

の認証取得が大幅に遅れている理由や状況の変化

を把握し、検討の場を設けるべきとの意見が挙が

った。一方、高村ゆかり・座長は「経過措置(認証

取得)の期限の延長を求める議論ではなかった」と

締め括り、延長の要否についての結論を先送りし

た。 

 

 資源エネルギー庁は、認証取得が遅れている具

体的な理由を把握しているものの、「これらの対

応については十分な経過措置が取られている」(担

当者)と指摘した。さらに「さらなる延長で取得率

の向上が期待できるか」(同)という点を含め、今

後の検討課題とした。 

  

 認証取得期限が2024年3月に迫るなか、取得率の

向上に向けた具体的な方向性や方策は示されてい

ないままとなっている。 
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○フレート 
 
 
 インドネシアと日本間、マレーシアと日本間の

フレートは28.00～32.00ドルと前週からもち合い。

商談は30ドル前後で展開されているもよう。 

 

 荷揚げの多い複数の日本の港で滞船が発生して

いる。このため、傭船可能な船数が漸減しており、

船繰りが窮屈になっている。船社の多くがアイデ

アを切り上げていると伝えられた。 

 

 

◎国内市場 

○市況(8 月 31 日時点) 

 未利用材チップは 10,000～11,000 円、一般材チップは 7,500～9,500 円と前週から横ばいとなった。 

 

○トピックス 

【九州】 

 佐賀県、長崎県周辺の未利用材原木価格は 1 年

以上横ばい。チップ工場着でトンあたり 7,500 円

程度で推移している。周辺では商業運転するバイ

オマス発電所が少なく、現時点で価格競争が生じ

にくい。ただ、周辺の需給バランスはタイト気味

だ。両県では 7 月上旬に発生した線状降水帯の影

響で山林中の作業道が損傷。現在も復旧作業が終

わっておらず、原木生産が減少している。幹線道

路などライフラインに関わる道路は優先的に復旧

作業が進められたが、山林の道はマンパワー的に

「作業が後回しにされている」(業界関係者)。夏

場は伐倒済みの木に虫害が生じやすいため、急ピ

ッチで道を修復する林業事業者もいた。ただ、こ

うした動きは一部にとどまり、復旧作業は総じて

滞りがちという。また 8 月上旬の九州を襲った台

風 6 号による林業活動への影響は佐賀、長崎の場

合限定的。足元の減産は「台風というより、あく

まで線状降水帯のダメージが尾を引いている」

(同)側面が大きい。台風の進路が韓国方面に反れ、

直撃を免れたのが幸いした。このほか一般木材扱

いの原木は同 6,000 円程度を維持。未利用材、一

般木材とも当面は現在の相場を保つ見通しだ。 

 

 

 (註)国内市場の項目では、動きのある地域の話題を随時掲載して参ります。 

 

◎パーム油 

○最新事情 

 北関東のパーム油発電所は引き続き稼働を停止

しているようだ。燃料のパーム油価格が高止まり

し、固定価格買取(FIT)制度で採算が合わないとい

う。 

 

 市場関係者によると、FOB マレーシアはトンあ

たり 800 ドル程度で推移している。また、ドル高・

円安の進行も障害となっているようだ。足元の為

替相場からすると、円建ての日本着価格は同

140,000 円程度だ。発電コストにすると、キロワ

ット時約 30.5 円。30 日の電力スポット価格は割

高な時間帯でも同 24 円程度で、時間を絞ったうえ

での売電も見込めない。 

  

 燃料用パーム油の輸出が進まないことで、原産

国の搾油工場(ミル)が日本の FIT 向けに販売する

ために必要な認証取得に消極的になっているとい

う。このことが副産物の PKS 認証取得の遅れの遠

因になっているとの指摘もある。 

 

 こうしたなか、マレーシア、インドネシアで発

生したパーム油廃液(POME)を輸出しようとする動

きが出ている。POME は持続可能な航空燃料(SAF)

や再生可能ディーゼル(RD)、水素化植物油(HVO)

の原料として注目が集まっている。こうした脱炭

素燃料は、日本でも石油元売りが量産に向け準備

を進めている。ところが、廃食用油などの原料が

限られている。POME は供給量が多いことで知られ

ており、日本向けに輸出を目指す動きも散見され

る。ただ、原産国マレーシア、インドネシアでは、

発生地点と精製設備がパイプラインでつながって

いないことが多く、回収が困難との課題が指摘さ
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れている。  

 

◎マーケット・ニュース 

○出光興産=油脂専門商社と廃食油調達で協業へ 

 出光興産は油脂事業を手掛ける LOPS と持続可能な航空燃料(Sustainable Aviation Fue=SAF)の原料調

達で協業する。両社は今後、国産 SAF の生産に向け、廃食油などの SAF 原料を国内から調達する体制を

2020 年代後半までに構築する方針だ。 

 出光は石油製品の製造技術、LOPS は動植物油脂の知見や両社のサプライチェーンを活用し、国内廃食

油の調達と貯蔵、海陸輸送の最適化、さらにコスト削減や安定調達の仕組みを検討していく。 

 LOPS は 2007 年設立の油脂専門商社で、食品原料のラードや牛脂などの動物油脂、パーム油、大豆油、

菜種油などの植物油脂を販売を展開しているほか、廃食油の輸出は 50％以上のシェアを有している。東

京本社で大阪とシンガポールに拠点を持つ。 

 

○バイオバンカー市況=LNGバンカー価格の高騰で値差縮小 23日 

 バイオ混合率最大30％のVLSFO価格の気配値は、ロッテルダム渡しで770.00～840.00ドル、バイオ混合

率最大24％のVLSFO価格の気配値は、シンガポール渡しで798.00～868.00ドルといずれも小幅に下落して

いる。また、LNG相場の上昇により、LNGバンカーとバイオバンカー価格の値差は縮小した。 

 リムバンカーオイルレポートによると、23日時点のLNGバンカー価格は、ロッテルダムの9月前半渡し

で、740.00～820.00ドル、シンガポールの10月渡しで775.00～855.00ドル程度で唱えられている。なお、

硫黄分0.5％以下のVLSFO価格はロッテルダムで585.00～588.00ドル、シンガポールで622.00～625.00ド

ル。 

 バイオ燃料価格は、マレーシアやインドネシアのパーム油価格の下落に伴い小幅に下落している。ま

た、このところのVLSFO価格の下落を受け、ロッテルダムやシンガポールのバイオバンカー価格は先週か

ら弱含んだ。ただし、他の燃料と比較した場合、バイオ燃料価格は依然として高値圏にある。中国が2023

年にインドネシアから輸入するパーム油の数量は、コロナ以前と同水準の約800万トンに上る見通し。こ

れに伴い中国で廃食油が増えるとの見方が強まっている。廃食油の供給で相場が下落するとの指摘があ

るものの、市場では、使用済み食用油(UCO)を原料とするFAME(脂肪酸メチルエステル《UCOME》を含む)

の需要が高まり、価格が高止まりしやすいという。 

 また、LNGバンカー価格が急騰したことで、バイオバンカー価格に割安感が生じ、特にアジアで需要が

伸びる可能性が高いようだ。中国、シンガポール、香港や日本といった国や地域では、デッキタンクを

設置できないハンディサイズ以下の船舶が、燃料油の観点から環境対策を実施するには、減速航海かバ

イオバンカーの使用が一般的とされる。この考え方がバイオバンカーの需要を下支えしているとの指摘

が聞かれた。 

 米石油会社のフィリップス66と穀物貿易会社アーチャー・ダニエルズ・ミッドランドは、新たなバイ

オ燃料の合弁事業の立ち上げについて協議中と報じられた。高コストの製油所を、持続可能な航空燃料

(SAF)などの低炭素バイオ燃料を生産するための設備とし、原料となる作物の確保も目指している。｢長

年対立してきた石油業界とトウモロコシを材料とするエタノール業界の歩み寄りの一つ｣ともいわれて

いるようだ。 

 フィリップス66は、カリフォルニア州にあるロデオ製油所を、世界最大級の再生可能燃料の精製施設

に改修し、2024年から稼働を開始する予定。同製油所では原油精製を行わず、代わりに廃油、油脂、グ

リース(半固体状潤滑剤)や植物油を用いて、再生可能エネルギーおよび再生可能ディーゼル、ガソリン、

SAFといった再生可能燃料由来の輸送用燃料を年間約8億ガロン(日量50,000バレル)生産する予定だ。 
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◎統計 

○日本の国別・地域別木質ペレット輸入量、輸入単価23年7月 

 

 

(出所)財務省貿易統計 

 

○日本の国別・地域別PKS輸入量、輸入単価23年7月 

 

 

(出所)財務省貿易統計 

  

日本の国別・地域別木質ペレット輸入量、輸入単価 2023年7月 (為替レート 142.35 )

23年7月 23年6月 22年7月 23年1～7月 22年1～7月

国別・地域別 数量(mt) 円/mt ドル/mt 数量(mt) 数量(mt) 数量(mt) 数量(mt)

ベトナム 253,367 27,110 190.45 236,910 181,511 1,429,111 1,278,119

カナダ 181,403 38,572 270.97 115,124 128,091 911,145 772,938

米国 118,481 28,743 201.92 154,590 63,145 662,606 178,259

インドネシア 10,942 24,174 169.82 10,791 1,617 44,412 19,668

マレーシア 9,009 27,809 195.36 11,900 3,205 107,841 57,211

中国 128 56,234 395.04 129 95 775 494

スウェーデン 8 196,625 1,381.28 0 0 8 0

タイ 0 0 0.00 1,780 3,715 7,808 3,755

豪州 0 0 0.00 0 24,127 24,844 38,077

ロシア 0 0 0.00 0 9,936 0 62,762

ニュージーランド 0 0 0.00 0 0 58 39

台湾 0 0 0.00 0 0 1 1

エストニア 0 0 0.00 0 0 0 46

フィリピン 0 0 0.00 0 0 0 25

合計 573,338 31,038 218.04 531,224 415,442 3,188,609 2,411,394

日本の国別・地域別PKS輸入量、輸入単価 2023年7月 (為替レート 142.35 )

23年7月 23年6月 22年7月 23年1～7月 22年1～7月

国別・地域別 数量(mt) 円/mt ドル/mt 数量(mt) 数量(mt) 数量(mt) 数量(mt)

インドネシア 166,510 22,790 160.10 164,779 186,885 1,432,369 1,218,277

マレーシア 66,586 25,030 175.83 62,927 33,412 453,348 384,068

タイ 0 0 0.00 10,430 0 10,430 0

合計 233,096 23,430 164.59 238,136 220,297 1,896,147 1,602,345
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○月間輸入量と平均単価推移 

 

 

 

 

(出所)財務省貿易統計 
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◎リムエネルギー総合指数22種(レックス22、2010年平均＝100) 

 31 日のレックス 22 は 174.26 です。 

 

 

 リムエネルギー総合指数 22 種（レックス 22）は物価や景気動向に大きな影響を与えるエネルギー商

品に着目した指数です。 

 レックス 22 の詳細は下記リンクよりご確認ください。 

https://www.rim-intelligence.co.jp/contents/info/recx22/index.php?recx=on 

 

◎電力データ CD・2022 年度版の販売開始について 

 
 リム情報開発は、電力入札データの 2022 年度版 CD を、7 月 18 日から販売を開始します。初版となる

2014 年度版のリリース以来、各方面からご好評をいただいております電力入札データの 2022 年度版と

なります。最新版では、2022 年 4 月から 2023 年 3 月までの 1 年間に、全国の公共機関が公募した電力

調達について、詳細な情報を提供いたします。2022 年度版は、収集件数 4,165 件(昨年度 4,583 件)で、

うち比較可能なデータは 956 件(同 3,230 件)です。 

※「比較可能データ」：予定供給量、契約電力、契約金額がそろった案件を集計(入札不調、入札条件が不明などの案件は除外) 

お申込みこちらへ 

https://www.rim-intelligence.co.jp/contact/form/powerData.html?2020 
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https://www.rim-intelligence.co.jp/contents/info/recx22/index.php?recx=on
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レポートに掲載の情報の著作権はリム情報開発(株)に帰属します。無断転送、転載は著作権法により禁止されています。 

 

 

◎バイオマスレポート英語版発刊のお知らせ 

 
 リム情報開発が発行するバイオマスレポート(週刊)の英語版が好評です。日本や韓国など北東アジア

でも発電燃料として需要が高まっている木質ペレットや PKS といったバイオマス燃料に関する情報を、

海外のご購読者にもお届けしています。 

 

-木質ペレットと PKS の東南アジア積み価格とマーケットコメント 

-木質ペレットの北米積み価格とマーケットコメント 

-木質ペレットと PKS の日本着価格とマーケットコメント 

-木質ペレットと PKS のフレートとマーケットコメント 

-日本や韓国の需要家による買付け入札情報 

 

内容のお問い合わせ、購読のお申込みは、リム情報開発バイオマスチームへ 

https://www.rim-intelligence.co.jp/contents/info/biomassEnglishJp/ 

Tel: 03-3552-2411 

Email: info@rim-intelligence.co.jp 

 

◇ 

 

※リムレポートの転送は著作権により堅く禁じられております。購読契約者である組織以外だけでなく、

同契約者の組織内の他部署、支社、支店などへの転送も出来ません。本レポートの全部もしくは一部の

転載も禁じられています。著作権違反が発覚した場合、違約金が発生することがあります。本レポート

に記載された情報の正確性については万全を期しておりますが、購読者が本レポートの情報を用いて行

う一切の行為に関して、リム情報開発株式会社は責任を負いません。また、天災、事変その他非常事態

が発生し、または発生するおそれがあり、運営が困難となった場合、レポート発行を一時的に中断する

ことがあります。 

 

 

事業所一覧 

[東京本社]           Tel:03-3552-2411, Fax:03-3552-2415 

                     e-mail: info@rim-intelligence.co.jp 

[シンガポール支局]   Tel: (65)-6912-7359 

                     e-mail: lim@rim-intelligence.co.jp 

[北京支社]           Tel:(86)10-6498-0455, Fax:(86)10-6428-1725 

                     e-mail: ma@rim-intelligence.co.jp huo@rim-intelligence.co.jp 

[上海支社]           Tel:(86)-21- 6760 6330/6331, e-mail:rim_sh@rim-intelligence.co.jp 
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